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グリン⑤タフ(緑色凝灰岩)

④

3.グリン･タフ地域の新第三紀の地質構造

東北地方のグリン1管フ地域の大構造はNS性の盛

岡一白河ラインとほぼ平行したNS性構造方向(油閏摺

出方向)が顕著であ1)NS性の摺歯構造や断層が多い

しかしなカミらこれと斜交するNW-SE性構造方向をみ

のがすことはできない.このNW-SE性の構造方向

について初めて指摘したのは大森昌衛助教授(1954)で

あって石巻一鳥海山構造帯と命名した(第1図).

同じ須田ロｰ雄助教授(1954･1962)(第2図)その

後舟山祐壬教授(1955･1961)藤岡一男教授(1958)

(第3図)北村信助教授(1958･1959･1963)藤田至

則博士(1960)生出慶司博士･大沼晃助博士(1960)

井上武教授(1960)などが次々にこの構造が東北地方

のグリン･タフ地域の構造発達史上で重要な意義を有

すると述べている.次にこの内から23について紹

介する.

生出慶司博士および大沼晃助博士(1960)は湊教授

･八木教授･舟橋教授によって地殻深層に原因を有し

グリン･タフ地向斜の形成に関与した断層の表現である

といわれた盛岡一白河線と平行な2つの構造線を想定し

た､そしてこれら構造線によって分けられた4つの地

帯を酉から羽越区出羽区奥羽区および北上･阿

武隈区と呼んでいる.さらに陸羽区のほぼ中央部に

互いにほぼ直交する構造系(NW方向とNE方向)から
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第1図東北地方を横断する断層分布(大森1954)

大津穣

なる40km幅の構造帯を松島一本荘帯と呼んでいる.

(第2報の第8図･第9図･第12図を参照せられたい)こ

の構造帯は陸羽区という独自の沈降帯のなかに独自に芽

生えた造山性の隆起帯と考えている.この構造帯とほ

ぼ一致する位置に田ロｰ雄助教授(1961)は本荘一仙

台構造帯を考えその意義について述べている.

井上武教授(1960)は含油第三系積成魚の堆積環境

沈積量ならびに火成活動は基盤岩層の構成ならびに構造

とともに主要構造線の運動に強く支配されていると述

べている.そしてその構造線はNW方向の基盤延長方

向NSの油田構造方向およびEWの潜在基盤運動方向

の3つである(第4図).最後のEW方向について寒風

一森吉線と呼び男鹿半島･八郎潟･五城目東方･阿仁

合の4地区についてその性質を詳述している.その性

質は全体として上下地盤運動によるもので各時階に不

整含や海域の浅化がみとめられときに著しい削剥現象

を伴う.火成岩の分布も南北地域の相違があり森山

火山岩のような特異存貫入岩の発達を伴っている.井

上教授はそのほか色々の特色をのべ寒風一森吉線にほ

ぼ平行し南北にほぼ等間隔に配列する鳥海1⊥1一反位線

および青森･秋田県境の田代岳一十和田線をあげている､

北村信助教授(1963)は東北地方グリン1･タフ地域の

基盤岩類の分布と第三系の構造図(第5図)を検討し

た結果尾太一盛岡構造線八郎潟一一ノ関構造線本
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第2図第三紀堆積盆の骨組み(田口1962)

第3図内帯日本のグリン･タフ地域(藤岡1958)�



荘一仙台構造線だとの6つのNW-SE性の基盤構造

が伏在していることを推定した(第6図･第7図).こ

れらの基盤構造σ)断裂線は地表において直接観察するこ

とはできたいが基盤岩類の配列･第三系の層相変化

層厚変化および堆積盆地の分化の様式を大きく規制して

いる.またこれらの構造線はNE側にすぐ接近して

基盤岩の分布があり同時にSW側にすぐ接近してVI時

階(筆者σ)船川期)まで引続いて堆積を行なった堆積盆

地が存在しているという共通した特長をもっている.

n時階(筆者の台島･西黒沢湖)よ;ハ町時階にいたるま

でにグリン･タフ地域全体にひろがった海域は次第

に東方よ1)西方に移行していったことはたしかである

にもかかわらずこれらのNW-SE性の構造線に近接

した堆積盆地個々の動きはたしかに次第に堆積の中

心がNEへと変化して行く性質をもちところによって

はよリ著い時代の堆積物がNEに向って下位層を｡ver･

1apしている.このような例は鷲巣盆地･和田盆地･

横手盆地･新庄盆地などで著しい.これは明らかに

断層によって分割された基盤地塊がそれぞれNE方向に

向って傾動していたことを物語っている.さらにこ

れらの構造線を特長づけているものに]V時階よリV時

階にかけての石英安山岩質ないし流紋岩質火山活動の中

心部とそれに引続いて生じた陥没地の分布がある.

しかも基盤岩類が露出している倒すたわち優動地塊の隆

.…､ち

起した縁に直接基盤をおおって発達している場合が多い.

次にこれらの基盤岩類の傾動地塊の運動機構について考

えてみるとそれぞれの地塊がSWに上昇しNWに沈

降するように運動しているので1つの地塊は回転運動

をしていることになる.したがって各地塊を分割し

ている断層は地下深い所まで直線的に入っているので

はたく拠物線状の曲線を描いていると考えられる.北

村助教授は岩手県焼石岳南方胆沢川支流に超塩基性岩類
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第4図

秋困油田地域の地

質構造概略図

(井上1960)

が在在すること青森平野西限を画する入内断層が第三

系の構造発達に非常に大きく影響を及ぼしていること

およびこれら岩石と断層の位置が阿武隈東縁の構造線の

延長上にあることなどから入内一焼石岳構造線を考えた.

北村信助教授(1963)はグリン･タフ地域第三系の構

造発達に関係している3つの構造方向を整理しなカミら

構造発達史の基本となった造構運動を述べている.
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第6図基線構造線図

(北村1963)

(1〕NNW-SS亙構造方向:この構造方向は北上

･阿武隈山地のみでなく本州地向斜の方向で阿

武隈山塊の東西両縁を画する構造線がそのままグリ

ン･タフ地域下に潜在している.1つは阿武隈山

地東縁を決定づけている入内一焼石岳構造線で第

三系堆積中にも堆積後も動いていて第三系の構造

を複雑化している､ほかの1つは西縁を決定づけ

ているもので棚倉破砕帯に相当しグリン･タフ

地域では大井沢一上戸構造線であって著しい圧砕

帯を伴い第三系堆積中は次に述べるNlW-SE方

向の構造線と全く同じ動きを行なっている.NN

W-SSE構造方向は最も古く古生代地向斜の地

背斜方向と考えられ白亜紀後期の造山運動で断層

となったものと考えられる.NW-SE性の断層
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節7図盛岡～白河構造線と地塊運動との関係(北村ユ963)

(北村1963)�
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第1表津軽･北秋田地域の新第三系の層序表

(平山･大沢･角･盛谷1961)

油

新

嘉

系

線

色

凝

灰

岩

類

緯転地域

東目屋層

(シルト岩･砂岩.

100』200㎜〕

相馬集塊岩層松木平層

1300-700m){泥岩.

25①皿十〕

梱内川層

(泥岩･酸性縫妖岩.

!5ト400皿)

湯口山層

{泥岩･酸性漣〃…岩,

15ト500㎜〕

北秋田地域

薄井沢庵拾よび前山川層

(砂岩･礫岩.200m+〕

小比内沢層

くシルト砂岩,150-400m)

藤蓼川層

`黒色泥岩･酸性擬灰岩･

安山岩､80-7曼⑪胴〕

岩谷層

(硬質頁慮｡砂岩･蜜山岩､

獅～1,000m〕

早口川層

{酸性漣灰岩･泥岩･文責

苛･100-1,500㎜〕

黒石沢層(安山岩･火山礫媛灰石

〔砕屑岩を伴与〕15ト1,5①O皿〕

藤倉川層{安山岩熔岩･火山礫暇灰岩､300-800冊)

先新嘉三系

翌

脳

奉

天

徳

寺

船

川

女

川

西

黒

沢

島

門

前

およびNS(NNE-SSW)方向の盛岡白河構造

線に切られている.

(2)NW-SE構造方向:この構造方向の役割は継

続的なNE方向への僚動で第三系の岩相変化･層

厚変化･堆積盆地の分化様式の規制･W時階よリV

時階にかけての酸性火山活動の位置づけおよびその

特殊性の決定たどであリさらに現在の地形にまで

もその影響を与えている.

(3)NS(NNW-SSW)構造方向:おそらく

中新世初期に形成されたもので西傾斜の正断層で

グリン･タフ地域を規制したものであリさらに第

四紀の火山分布をも規制したものである.この正

断層は多くの平行した副断層を伴ったY字型断層で

東よリ酉へ順次基盤の階段状沈下を生じたため第

三系の地史においてみられるように東よリ酉へ海域

および沈降帯が移動したと考えられこの運動は第

三系グリン･タフに直接つながる運動である.盛

岡一白河構造線といわれる正断層は形成後第三紀全

1箒;;1

欝

窮8図北秋田山酉津軽の地質構造(平山･大沢･角･盛谷1961)

第2表津軽･北秋同ヨ地域の地質構造の特長(平山･大沢･脅･盛

谷1961)

�第1級の隆起帯�箒2級の膣起措�輔3細り騰起俳

各隆起軸1割の1珊隔�15Km±�第1級隆起許州まぼ中�稲2級隆起帯州冊1二2

��1舳二空する�}3コ作ずる

南北方1句の連纐麟�70Km+�20K而=�10Km±

���撫努川層中納､堆伽靱.

���この榊二は樹舳…川1二

���ほとんど影響をIj･えて

隆起の湖始期�蕪仰憎一一口川幅の�曽讐層堆絨則�いまい㍑〕㍑lll,さ

�堆賦則��らに後鰯にか,て隆起

���を1胴姶した㍑1享､.もる

���.いくムる

�酸性から塩基個1にわた��

�る各種の貫入讐が差く,��

火成1鋤との関係�この隆起帯のi1欄で火�希1狐リ生^･〕1ヒほば11司�質人1'{は｣ト榊二少ない

�成活醐の激しさや時燭�じ�

�が異なる��

�迦統性にとむ正の重力�連続推にとぼしい.弱�li三の1π'』姥瀞帯として

重力異機と州関係�異常祷を形脱する�い正の璽〃榊帯を形�あらわれることはほと

��成する�Aどない

基鯉岩顛の露出�あり�なし�まし

期を通じて響曲を行なったためにあるいは本州全

俸が響曲を行なったためにこの一大正断層の内側

にあった基盤の変形は主として1･2の古きずの

運動を導き基盤地塊の優動が行なわれたこのさい

内側ほど強い変形をうけ盛岡一白河構造線に近い

ほど変形の値(僚動による隆起･沈降の差)は少な

かった.(第7図)

以上東北地方グリン･タフ地域の大構造について述

べたが次に各地域の地質構造に関するデｰタを23

紹介する.北村信助教授(1959)は脊梁山脈秋田･岩

手県境地域の地質構造をもっとも大きく支配しそいるも

のは脊梁山脈を構成している1大背斜構造であると述

べている.さらにその西部にある平鹿盆地を特長づ

けた割倉山背斜も同じく本地域の地質構造を支配するも

のである.これらの背斜構造と密接な関係をもったN

S性の断層あるいはNS性の小摺曲構造によって本地域

の地質構造が完成されている.同助教授(1963)はさ

一z
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麗露砂.渚

B七塵隆起籍

C.;労!理撃越静

琳ノ

斜､錫斜

第9図走脚線図(平山･大沢･角･盛谷1961)�
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“u物の量や岩質がこれを境にして著しく変

化する.これらの隆起帯はそあ後も活

動を続け上位の含油第3系の岩相や層

鰹珪欧貞宕

Aむ♂噌模式噌序断1軸1固安11｣岩鰐･火山砕屑岩厚に大きな影響をあたえている.また

口凝灰質砂岩

これらの隆起帯には大きな断裂とそれ

H∫に密接にともなう各種順大岩が多い.

さらにこの地域の先新第三系はほとんど

この第1級隆起帯内に分布する.

鍵愚色泥岩

口砂岩つぎに第2級隆起帯として分類した

B藤琴川幅横五層序断面圖軽石凝灰岩

国女山岩熔岩.火山砕屑岩ものは上記の第1級隆起帯のほぼ中間

第10図沿各層と藤琴川層の模式層序断i脳(平山.大沢角盛谷1961)に位し後者に比べて連続性にとぼしく

らに広域に東北地方グリン･タフ地域を大観してみると最大20km前後である.これらの隆起帯をつくる背斜

脊梁山脈を中間として西側地域ではほぼNSに並列しは途中で一たん盆地底にもぐったのち再びその延長部に

だ摺曲軸をもった摺曲構造がその特長となっているに反顔を出すといった具合に断続的な分布をとる.また

し東側地域は地層の傾斜ゆるく長軸をもつ摺曲構造重力異常も第1級隆起帯のものに比べて連続性にとぼし

は少なくしかもほとんどが水平に近いゆるやかな浪曲く盆状部の負異常によって中断されている.この隆

構造のみで代表されている.このような構造形態の対起帯の活動は岩谷層堆積時(女川層にほぼ相当する)に

立は第三紀を通じての昇降運動の地史的な経緯によっはじまり堆積物は隆起部でうすく沈降部で厚くなる

て形成されたと述べている.傾向を示す.ことに火山岩の噴出をともなう七座背

斜の西側ではその傾向が一層顕著にあらわれている(第

平山次郎技官は角清愛技官盛谷智之技官および筆首9図･A)一またこの背斜帯にも各種の火山岩の貫入岩

らとともに共同研究を行なった北秋田地方から西津軽地体などが多い.

方にかけてグリン･タフ地域の地質構造について研究しさいごに第3級隆起帯としたものは上記の第1級

1961年(太平洋No.2)に見解を発表した(第1表･第2級の各隆起帯にはさまれる区域に1～2生ずる小

弟2表第8図第9図第10図).この地域の地質構さな背斜群で現在の油目ヨ地域に2～3kmごとにあらわ

造はほぼNS方向とNW-SE方向の軸をもつ浪曲の組れる小型の背斜の大部分をふくんでいる一このような

合せからなっている.青森県側にはNW-SE方向の背斜群は延長も短く大てい1Okm以下で重力分布にも

構造が秋田県側にはNS性の構造が卓越している.ほとんど反映してい狂い.この隆起帯は藤琴川層(船

NS性の摺曲構造はその規模に応じて3段階に区分でき川層相当層)中部から堆積作用に影響しばし｡め前の降

る.高次のものほど空間的板連続性と堆積作用に影響起帯の場合と同様に隆起部で地層がうすくかっ粗くなる

をおよぼす時間的な持続性が大きくさらに重力異常･傾向がみられる(第9図･B).この第3級隆起帯の堆

火成活動･基盤の分布などとの関連性が著しい.その積作用に対する影響は藤琴川層にもっとも著しく上

諸特長を総括すると第1表の通りである.まず第1位の小比内沢層や前山川層ではあまり目立たない｡こ

級の背斜構造は地形的には酉から能代･ニツ井･鷹巣･れら各級の隆起帯は第四紀までひきつずき活動を継続し

大館の諸盆地をへだてる丘陵部に一致しNS性に著していることが段丘の発達に反映している｡すなわち米

い連続性をもってつらたる正の重力異常帯と完全に一致代川ぞいにひろく発達する河岸段丘は向斜部で広く背

している.雁行状に配列するこれらの背斜構造をNS斜部でせまくかつ高くなる傾向がある.

につらねた隆起部を西から岩館･夏井･七座･二井同ヨ隆つぎにほぼEWの軸をもつ浪曲についてみると秋岡ヨ

起帯と命名した(第8図).現在までの調査範囲で最も･青森県境付近にはほぼNW-SE方向の先新第三系の

連続陸の大きいものはニツ井･鷹巣両盆地をへだてる分布帯があり南方の太平山一田沢湖付近にも同様の方

七座隆起帯で北は秋岡･青森県境付近から南は秋田市向性をもつ先第三紀花崩岩帯の分布帯がみられる.さ

東方まで70km以上にわたって追跡できる.これら各らにこの2つの基盤分布帯の間にこれよりも幾分規

隆起帯の軸間距離は15～20kmの間にほぼ一定している模の小さい隆起帯が分布している(第8図).このよう

のが特長である.これらの隆起帯は黒石沢層～早口川な隆起帯にもさきにのべたNS性隆起帯と同様に一定

層堆積時にすでに活動を開始しているもようで火山噴出の間隔とその規模による段階花庸閃緑岩をはじめと�
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第11図

秋田油田地域の

構造令布図

(池辺1962)

第12図

津軽地方の構造

分布図

(岩佐1962)

する各種の買入岩との関連性が存在するようである.

狂おこの地域には小坂･花輪･尾去沢･花岡･太良

･尾太などの金属鉱山が群集しいわゆる肉目本内帯鉱

床区の1部を形成しているかその大部分が上記のNS

性の第1級隆起帯とNW-SE方向の隆起帯の交叉する

地域に分布している.このことは中新世の前～中期か

らの継続的隆起とそれにともなう大型の裂っかとのマ

グマの形成に関連して金属鉱床が生じたことを示唆する

ものであろう.

池辺穣博士(1962)は秋田県全域の地質構造について

総括し第11図に示した.奥羽脊梁山地太平山々塊

出羽丘陵男鹿半島などの基盤隆起地帯はNS性および

NW-SE方向の断層が多く発達する.これは基盤構

造の支配をうけ地塊運動によって生じたものである.

背斜のほとんど全部がほぼNS性方向に発達する.こ

れは積成盆の短軸の方が火山噴出や基盤隆起などによっ

て生じる横圧力が強く影響するため堆積区や積成盆の

長軸の方向に摺曲軸が生じるからである.また積成盆

の規模の大きいものの周辺に多くの背斜構造がありそ

れらカ溜由度も大と狂っている.秋田油田地蜘こは沈

降する積成地域と隆起する基盤上昇地域の2つの異な

る性質の区域があって基盤上昇はNW-SE方向と

NS方向の2つの基盤運動方向による地塊運動により隆

起しこの運動が積成盆の形成を決定し摺曲をもたらし

たのである.秋岡油田の背斜はほぼEW方向に積成盆
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と微沈降帯との中間の境界斜面に船川階後期から形成

されはじめて発達し大積成盆の周辺の背斜に油田が集

中的に発達しているのである.

岩佐三郎博士(1962)は青森県津軽地方の地質構造に

ついて大観し青森･秋田県境地域でEW性の断層とN

S性の断層がとくに基盤岩類をかこみモザイク状を示

すカミそのほかの地域では断層構造は摺曲構造と同様に

ほぼNS性を示して分布すること摺曲構造は津軽半島

脊梁部と鯵が沢周辺地域に集中的にみられその両地域

にはさまれた津軽平野はほとんど摺曲構造のみとめられ

ない地域に相当することがその特性としてあげられる

(第12図).またフォッサ･マグナ以北の裏目本油田

地城の摺曲構造は大局的には現海岸線の方向に一致する

ものであるか秋田中部より津軽地方にかけて“逆S字"

状分布はその各々

の構造方向の転位個

所に基盤岩類の分布

あるいは潜在基盤岩

類の存在が予想され

これらの基盤岩類が

摺曲造構造運動の抵

抗体としてこまか

ノv'運動方向の転位を

省

きめたものと.みられ

る(第13図).

(筆者は地質部)

第13図津軽･北秋固地方の背斜構造と基盤

分布略図(岩佐1962)�


